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つぎに， X線入射角度がディジタルサプトラクショ | 対象と方法
ン像へ及ぽす影響，即ち検出能について検討した。銅 | 対象とした症例は長崎大学歯学部附属病院第一保存
箔の厚さを 5，10， 20μmとし，入射角度を変化させた | 科を受診し， X線写真上で根尖部に明瞭なX線透過像
場合にサブトラクション像から求められた銅箔の部位 | を有し，根管治療終了後，主治医と患者の同意の基に
と周囲正常部位とのグレイ値の平均値の差および標準 | 規格撮影を行なった51名の患者である。この中で2回
偏差を求めた。銅箔 5μm厚みの場合には，サプトラ | 以上経過観察できた27名について検討した。 27名の内
クション像上で入射角度のずれが:t2度の範囲以内で | 訳は男性16名，女性11名，平均年齢41歳，経過観察期
は，銅箔部位と周囲正常部位との濃度差が検出できた。 I 聞は，根充直後より 2カ月聞から 7カ月間まで，平均
銅箔10μmと20μm厚みの場合には，この範囲では入 I 4カ月間で，撮影間隔はほぼ 1カ月であった。
射角度によらず，変化が検出できた。したがって，銅 | 今回使用した器具は基礎的検討において，十分な規
箔部位の濃度差が大きければ大きいほど入射角度のず | 格性が証明された Rinn社製平行法用口内法撮影器具
れの影響は少なくなるが，この濃度差が銅箔 5μm厚 | を改良した装置を用いて規格撮影をした。なお，規格

















えば，入射角度が:t1度変化しても， 5μm銅厚み以 i 化から修復の状態を定性的に周辺型 (Peripheralpat-





ラクションにおける骨修復の定量的評価が十分信頼で | 組は，全部で109対あったが，そのうち102対 (94%)
きると考えられた。 I においてディジタルサプトラクションが可能であった。
31病巣部における骨密度および骨修復の面積比の経
主 論 文 根尖病変における骨修復のディジタノレサ | 時的変化は， 29病巣(附)に骨修復がみられ，二つ
ブトラクションによる定量的評価:(2) I の値は時間とともに増加した。
臨床応用について 31症例全部について三つのパターンに分類し，根充






































学位論文の主論文として， IQuantitative evaluation 
of bone repair of periapical lesion using digital sub-
traction radiography. Part1. Basic study及びPart2.
Clinical applicationJを完成し，歯学研究科長に提出
し，歯学博士の学位を申請した。歯学研究科委員会は
これを1991年 2月20日の定例委員会に付議し，論文内
容の要旨並びに申請資格などを審議した結果，受理し
ても差しっかえないものと認めたので5名の審査委員
を選出した。審査委員は， 4月15日，全員で論文内容
を慎重に審査し，申請者に対して試問を行ない，下記
の審査結果並びに最終試験の結果を1991年 6月5日の
歯学研究科委員会に報告した。
83 
従来，根尖病巣の治療後骨の修復程度を判断する場
合，口内法X線写真上で根尖部X線透過性減少程度に
より判断していた。しかし，この方法では，根管治療
後の初期の微少な骨変化を描出できないので，本研究
では口内X線写真をディジタル化し高質のサブトラク
ション像を作ることにより，骨変化を定量的に解析し
た。そのため，まず、根尖病巣の幾何学的再現'性の高い
X線像の得られる口内法規格撮影器具を考案し，実用
性について基礎的に慎重に検討した。次いで， 51例の
臨床症例について，本ディジタルサプトラクション法
を用いて，根充後の 2---7カ月間の骨の経時的変化を
定量化し，三つの方法でその評価を行った。すなわち，
1.病変部の骨密度の変化を見るため，設定した関心
領域について，サプトラクション像上でグレイ値の変
化から骨修復と吸収の程度を評価した。 2.関心領域
での骨修復部の面積比を算出し，骨修復部の広がりと
早さを評価した。 3.病変像の時間的変化から骨修復
を周辺型，根尖型、びまん型に分類でき、びまん型の
骨密度の変化が最も大きく，他の二型と有意差が見ら
れた。病巣の初期X線所見と修復との関係については，
辺縁不明瞭な慢性根尖性歯周炎はびまん型、歯根肥大
を伴う根尖性歯周炎は根尖型の傾向があり有意差が認
められた。前者については，病巣内に骨梁が残存して
いることから骨修復が病巣全体に生じ，後者では，炎
症刺激による，根面セメント質と周囲骨の活発な増殖
のための根尖部より修復が起こったものと推定した。
以上から1.根管充填後病巣の骨修復は定性的に三
つの型に分類され，これらの型は原疾患の病態と関連
が見られた。 2.根管充填後8週目， 94%の症例にお
いて，骨修復の傾向が見られた。びまん型の症例が他
り場合より，骨修復が速やかであった。これらの結果
から， 3.ディジタルサプトラクション法は描出能が
高く根管充填後の骨修復の定性的並びに定量的な評価
法として有効であると結論できた。
審査委員は慎重審査の結果，本論文は，ディジタル
サプトラクションの歯科学的応用に新しい分野を聞い
たものであり，口内法規格撮影器具の開発とあいまっ
て，根尖病変の治療の新しい評価方法を確立したもの
として，歯学の進歩に貢献するところ大であって歯学
博士の学位論文としての価値が十分あるものと評価し
た。また，歯学研究科委員会は，審査委員の報告に基
づいて審査した結果，歯学博士に値するものと判定し
た。
審査担当者
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